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目白学園新宿キャンパス

８号館「百年館」　完成
目白大学　学長

沢崎　達夫氏

（７） （第３種郵便物認可）２０２０年　（令和２年）　５月８日　（金曜日）

　
目
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建
設
工
事
が
完
了
し
た

同
学
園
は
２
０
２
３

年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
８
号
館
の
設
置
を
計
画
し
た

同

施
設
は
ラ

ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ジ
や
フ
リ

ボ


ド
な
ど

学
生
同
士
の
交
流
を
創
出
す
る
場
所

と
設
備
を
随
所
に
設
け
た
ほ
か

渡
り
廊
下
を

数
カ
所
配
置
し

既
存
校
舎
同
士
の
動
線
も
確

保
し
た

施
設
の
完
成
で
同
学
園
は

社
会
で

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
一
層
の
弾
み
を
つ
け

る
狙
い
だ


　この建物は目白学園創立周年へ向けて、新た
な学びの場をつくるプロポーザルによって、計画が
始まりました。
　計画建物の位置は、新宿キャンパスのほぼ中央で、
既存の校舎に囲まれた場所となっています。計画建
物は、それらの既存校舎へは地下１階と１階、３階
とで繋ぎ、大学全体の人の動きを活性化させる役目
を持っています。
　地下２階から地上３階は、最大人収容できる
大講義室や、用途に応じて使い分けしやすい約人
から人用の様々な広さの講義室を計画していま
す。
　１階、２階、３階の講義室エリアの一角に、コミ
ュニケーションの活性化により、アクティブラーニ
ング（能動的学習）を促すラーニングラウンジを配
置していることが特徴です。
　４階、５階の研究室が並ぶ廊下をオープンスペー
スとして活用し、他分野との交流による出会いで対
話を生み出し、研究の場を活性化する仕掛けを創っ
ています。
　この建物が、永く、学生たちの学びと憩いの場と
なることを期待しています

株式会社　相和技術研究所　設計本部　東　謙司

　――８号館移転新築の経緯は。
　「年に設置され、年に廃止された目白学
園幼稚園の園舎を８号館として利用していました。
しかし、狭隘（きょうあい）なことや老朽化、耐震基
準に不適格であるなどの課題をはらんでいました。
年に学園創立周年を迎えることから、その
記念事業の一環として、８号館の移転新築に至りま
した」
　――施設の特長は。
　「８号館は地下２階地上５階建てで、既存校舎の
１号館・号館と地下１階、地上１階・３階とでつ
なぎ、学内の回遊性向上を図ります。１階・３階に
は、フリーボードなどを使用した自主学習やプレゼ
ンテーションを促すラーニングラウンジを配置して
います。４階・５階は研究室が並ぶ廊下を幅広にし
てオープンスペースとし、学部学科を超えた交流と
対話を創出します。廊下と講義室はガラスの間仕切
りでつながれ、明るさと開放感で学習意欲と参加意
識を高めるつくりとなっています。外装には既存建
物と同じような茶色や焦げ茶や黒などのモノトーン
色を採用し、周辺に溶け込むデザインとしています」
　――完成に当たっての思いは。
　「本学は社会に貢献できる人材を育てて世に送り
出すことを使命としています。８号館を含む周
年の記念事業の完了で、その使命達成に一段と弾み
がつくと考えます。これからも学生たちの学びを深
く充実したものとできるよう、大学教職員一丸とな
ってまい進していきます」。

■建　物　名：目白学園新宿キャンパス８号館（百年館）
■工　事　場　所：東京都新宿区中落合４－－１
■建　築　主：学校法人目白学園
■設計・監理：株式会社相和技術研究所
■施　　　工：北野建設株式会社
■構　　　造：Ｓ造一部ＲＣ造
■規　　　模：地下２階地上５階
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年５月日～年１月日
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
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
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は
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
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場
所
は
既
存
建
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に
囲
ま
れ
て
お
り
搬
入
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狭
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
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
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
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︵
プ
レ
キ

ス
ト
︶
を
含
め
た
重
量
物
の

揚
重

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
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も
計
画
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
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
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
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諸
課
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

無
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故
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高
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
こ
れ
も
一
重
に

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
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
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
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史
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携
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光
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
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
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す

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